
 
 

効果的な外来魚抑制管理技術開発事業（平成 30 年度／国庫委託） 酒井忠幸 

－駆除技術の普及－ 

 

目 的 

 利根川水系の黒川を漁場とする黒川漁協は，平成 26

年から釣りあげたコクチバスの買い取り事業を実施し

ている。近年では，釣りで駆除した（買い取った）コ

クチバスのサイズが小型化する一方で河川内には大型

魚が確認されており，大型魚を駆除したいとの相談が

当場に寄せられた。そこで，同組合に対して繁殖親魚

を対象とした小型三枚網による駆除の普及を行うとと

もに，その効果を評価した。 

 

材料および方法 

小型三枚網による駆除 同漁協に小型三枚網を貸

与し，駆除の実施日，駆除したコクチバスの尾数およ

びサイズの記録を依頼した。 

食性調査 小型三枚網および釣りによって駆除し

たコクチバスの胃内容物を同定し，魚類については種

ごとに重量を計測した。 

 

結果および考察 

 小型三枚網による駆除 駆除は平成 30 年 5 月 2 日か

ら 5 月 28 日の期間中に 7 日間実施され，19 尾のコク

チバスが駆除された（表 1）。また，釣り（買い取り）

では 33 尾が駆除された。小型三枚網で駆除されたコク

チバスの平均全長は 28.9cm で，釣り（買い取り）の

17.2cm に比べて大型だった（t 検定；p<0.001，図 1）。

これまでの調査により，大型のコクチバスがアユを捕

食する傾向が確認されていることから，1) 小型三枚網

で大型魚を駆除することにより，アユの被害を抑制す

ることが可能と考えられる。また，釣り（買い取り）

と小型三枚網を組み合わせて駆除を行うことでより幅

広いサイズのコクチバスを駆除できると考えられる。 

 産卵床を保護する雄を駆除対象とする小型三枚網を

使用する際には産卵床の確認が不可欠なため，河川水

の透明度が駆除の成否に大きく影響する。那珂川水系

ではコクチバスの繁殖期である 4 月下旬から 5 月中旬

は営農活動に伴う濁りが強く，産卵床を探索すること

が困難な状況となる。一方，黒川では，繁殖時期にお

ける河川の透明度が高く産卵床の探索が容易だったこ

とにより，効率的に繁殖親魚を駆除することができた

と考えられる。この他に黒川において小型三枚網によ

る駆除が成功した要因として，対象とした区域に遊歩

道が整備されており監視がしやすい状況であったこと，

対岸まで河床の様子を確認できる規模の小さい河川だ

ったこと等が挙げられる。 

 食性調査 駆除したコクチバスうち小型三枚網では

19 尾中 13 尾で，釣りでは 33 尾中 23 尾で胃内容物を

確認した。胃内容物を同定したところ，小型三枚網で

駆除した個体からアユが確認され，黒川においてもコ

クチバスがアユに被害を与えていることが明らかにな

った（図 2，3）。黒川ではアユの天然遡上は見られず，

種苗放流に依存したアユ漁場造成を行っている。コク

チバスによるアユの被害は，種苗放流に依存するアユ

漁場でとりわけ影響が大きいと考えられる。 

 また，漁法ごとの胃内容物の割合は小型三枚網で

97.9%，釣りで 73.0%と，駆除したコクチバスのサイズ

が大型である小型三枚網で魚類の割合が高かった（図

1，2）。 
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図 1 駆除したコクチバスの全長組成（黒川） 

作業日 駆除尾数
5/2 4
5/8 1
5/16 3
5/17 1
5/19 1
5/21 7
5/28 2
計 19

表 1 小型三枚網による駆除の実施状況 

 
 

効果的な外来魚抑制管理技術開発事業（平成 30 年度／国庫委託） 酒井忠幸・阿久津正浩 

－越冬場所の環境条件－ 

 

目 的 

 コクチバスの駆除は，網漁具や電気ショッカーボー

ト，電気曳き縄，釣り等により春から秋にかけて行わ

れてきた。那珂川水系では冬季にもコクチバスの駆除

が行われており，1) 越冬場所の環境条件を明らかにす

ることで効率的な駆除技術の開発につながること期待

される。このため，那珂川水系においてコクチバスの

越冬環境を調査した。 

 

材料および方法 

平成 30 年 12 月 11 日から平成 31 年 1 月 22 日にかけ

て那珂川の淵において那珂川南部漁協及び茂木町漁協

と共同で調査を行った。那珂川南部漁協は刺網（高さ

2m，長さ 20m，目合約 12cm）により，茂木町漁協は

サイ叩き漁（刺網を設置し，下流から魚を追い立てる

漁法）2) によりコクチバスを駆除した。駆除を行った

地点ごとにコクチバスの捕獲の有無及び最大水深を記

録した。水深の測定は投げ込み式簡易魚群探知機

（Deeper Pro+）を使用した。 

 

結果および考察 

 コクチバスが捕獲された地点の平均水深は 4.30 ± 

1.48m（標準偏差）で，捕獲されなかった地点の 2.58 ± 

1.65m に比べて有意に深かった（t 検定：p < 0.05，図 1）。

原産地である北米では，コクチバスが越冬するには少

なくとも 3－5m の水深が必要となることが報告され

ており，3) 今回の調査結果と一致した。これらのこと

から，コクチバスの越冬場所の条件に水深が関与して

おり，那珂川において冬季に駆除を行う際は水深 3 m

以深の場所を対象とすることが有効であると考えられ

た。 
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